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例 言

1 本書は富山市婦中町小長沢地内に所在する三本榎遺跡の確認調査報告書である。
2 発掘調査は主要地方道小杉婦中線道路改良事業に先立つ確認調査であり、富山市教育委員会埋

蔵文化財センターの指揮・監理の下で株式会社上智富山支店が担当した。

3 発掘調査期間 現地調査  平成23年 10月 17日 ～平成23年 12月 22日
出土品整理 平成23年 11月 22日 ～平成24年 3月 26日
監理担当 細辻嘉門 (富山市教育委員会埋蔵文化財センター 主査学芸貝)
担  当 藤田慎― (株式会社上智 主任調査員)

4 調査期間中、11月 29日 に有識者による現地指導があり、以下の方々よりご指導を賜った。記し
て謝意を表します。

西井 龍儀氏 (富山県文化財審議員 富山考古学会会長)
藤田富士夫氏 (富山市教育委員会埋蔵文化財センター前所長 敬和学園大学非常勤講師)
伊藤 雅文氏 (財団法人石川県埋蔵文化財センター 調査部国関係グループ グループリーダー)
5 調査及び報告書作成にあたり、次の方々、機関よりご協力・ご助言を賜った。記して謝意を表
します。

池野 正男 石岡 智武 小川 幹太 高橋 浩二 千葉 博俊 久田 正弘 増井 英治
増井 為吉 三辻 利一 射水市教育委員会、富山県埋蔵文化財センター(敬称略 五十音順)
6 理化学的分析は土器胎上分析を胎土分析研究会三辻利一氏に、C14年代測定、微化石分析、石
材鑑定をパリノ・サーヴェイ株式会社に依頼し、その結果を本書に掲載した。

7 本書の執筆は第 I章第 1節を埋蔵文化財センター細辻が、それ以外を株式会社上智藤田が分担
し行った。文責は文末に記した。

凡 例

1 方位は真北、水平水準は海抜高である。
2 公共座標は世界測地系を使用し、南北をX軸、東西をY軸 とした。
3 遺構表記は以下の記号を用いた。
SZ:古墳 P:ピ ット SK:土坑 SD:溝
4 土壌名は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修、財団法人日本色彩研究所色票監修
F新版標準土色帳』 (2004年版)に準拠している。

5 古墳石室内で用いる左右の表現については奥壁側より開口部に向かって左、右で表現している。
6 遺構図中の地山及び石の断面についてスクリーントーンで示す。

□  地山  ∞  石の断面



次

第 I章 調査の経過…………………………………………………………1
第 1節 調査にいたる経緯…………… … …… … ‐…∴… …… … …………… ………… ……… 1

第 2節 発掘作業の経過……………………………………………………………………………………………………… 2

第 3節 整理作業の経過………………………Ⅲ…………・……………………………………… 2

第Ⅱ章 遺跡の位置と環境…………………………………………………3
第 1節 地理的環境……Ⅲ…………………………………Ⅲ……………………………………… 3
第 2節 歴史的環境……・…………Ⅲ…・………・…………………・…………………………・……3

第Ⅲ章 調査の概要…………………………………………………………5
第 1節 調査の方法・……Ⅲ…………………………………・∴…………・………………・………・5
第 2節 基本層序………・…………………・………………………………Ⅲ…………Ⅲ…………・5
第 3節 遺構 ……………………・………………・……Ⅲ………・………・…………………・……… 7
第 4節 遺物 …………………………Ⅲ…………,……・………………………………………・……16

第Ⅳ章 自然科学分析………………………………………………………。20
第 1節 二本榎遺跡出土須恵器の蛍光X線分析……………………………………………………………………20
第 2節 二本榎遺跡の年代測定・徴化石分析・石材鑑定……・…………………………………………………23

第 V章  総 括 … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … … 37

引用参考文献……………………………'…Ⅲ…………………Ⅲ…・……………………………………40

報告書抄録………… … … …………………… … … … … …… …… … …… ……………………Ⅲ…… 51



挿 図 目 次

第 1図 二本榎遺跡周辺遺跡分布図…………………・・4
第 2図 調査区位置図……………………………………6
第 3図 調査区全体図……………………………………8
第 4図 古墳平面図・断面図………………………… 10
第 5図 古墳土器出土位置図………………………… m
第 6図 横穴式石室平面図・断面図…………………12
第 7図 土坑平面図・断面図………………………… 14
第 8図 溝SD 2平面図 。断面図 ………………………15
第 9図 出土遺物実測図……………………………… 18
第10図 採集遺物実測図……………………………… 19
第11図 升紙試料関連遺跡位置図……………………21

第12図 二本榎遺跡 (富山市)出土須恵器
の両分布図 …………………………………… 22

第13図 蓮沼西窯 (小矢部市)出土須恵器
の両分布図 …………………………………… 22

第14図 流団No16‐2窯 (射水市)出土須恵器
の両分布図 …………………………………… 22

第15図 植物珪酸体含量……………………………… 26
第16図 二本榎遺跡石材位置図 ……………………… 32
第17図 二本榎遺跡石材位置図………………………33
第18図 富山平野の地形概略図………………………34
第19図 富山県内横穴式石室集成……………………38

表 1 土器観察表……………………………………… 17
表 2 金属製品観察表………………………………… 17
表 3 ガラス製品観察表……………………………… 17
表 4 石製品観察表 …………………………………… 17
表 5 放射性災素年代測定および暦年較正結果……24
表 6 花粉分析結果 …………………………………… 26

表 7 植物珪酸体含量………………………………… 26
表 8 石質鑑定結果 …………………………………… 31
表 9 出土位置別石材組成 …………………………… 34
表10 富山県内横穴式石室一覧表一…………………37

表11 関連古墳、横穴編年表…………………………37

表 目 次

図 版 目 次

写真図版 1

写真図版 2

写真図版 3

写真図版 4

写真図版 5

二次元計測……………………………… 41

調査区遺構 ……………………………… 42

古墳周溝………………………………… 43

周溝遺物出土状況 ………………………44

横穴式石室……………………………… 45

横穴式石室……………………………… 46

出土遺物 (集合)… …………………… 47

出土遺物………………………………… 48

出土遺物………………………………… 49

採集遺物………………………………… 50

写真図版 6

写真図版 7

写真図版 8

写真図版 9

写真図版10



第 I章 調査の経過

第 1節 調査にいたる経過
二本榎遺跡 (遺跡番号362016)は、昭和26年刊行の森秀雄著『大昔の富山県』所収の「富山懸石

器時代遺跡地名表」には既に登載されており、県内の研究者の間では古くから知られた遺跡である。

平成14年 9月、富山県富山土木事務所 (当時 :現富山県富山土木センター、以下、県土木センター

とする)に よる主要地方道小杉婦中線改良工事について帰中町教育委員会に協議があり、事業地が

野下。新開遣跡、大開Ⅱ遺跡、平岡遺跡、三本榎遺跡、二本榎Ⅱ遺跡、新町 I遺跡に含まれるため、

試掘調査を実施することとなった。

試掘調査は、19,500ゴ を対象として実施した。その結果、野下 。新開遺跡で265だ、平岡遺跡で

は2400∬で遺跡を確認した。

平成17年■月、地元要望により、道路法線の変更が行われた。そのため、新しい法線について、

改めて試掘調査を実施する必要が生じた。

平成21年 6月、県土木センターから富山市教育委員会 (以下市教委)に協議があり、新しい法線

について同年 8月 に試掘調査を実施することで合意した。対象の遺跡は野下 。新開遺跡、大開Ⅱ遺

跡、平岡遺跡、三本榎遺跡、二本榎Ⅱ遺跡、新町 I遺跡である。

その結果、野下・新開遺跡、大開Ⅱ遺跡で5,220だ、平岡遺跡2,610ゴ、三本榎遺跡で715∬、計8,545

ゴで遺跡の所在が確認された。なお、平岡遺跡は奈良・平安時代と縄文時代前期の 2層にわたるた

め延べ面積は5,220だ となり、遺跡全体の延べ面積は11,155だ となった。

また、市道沿いの崖面で横穴を確認したため、新たに試掘調査が必要となった。

試掘調査結果を受けて県土木センターと市教委で協議し、三本榎遺跡は富山県内でも調査事例の

少ない横穴式石室古墳の可能性があるため市教委で確認調査を行い、遺跡の重要性や保存の要否を

判断することとなり、平岡遺跡他 2遺跡は、平成24年度以降県が発掘調査を行うこととなった。

この協議に基づき、平成23年 7月 22日 、富山県と富山市の間で埋蔵文化財発掘調査委託業務契約

を締結し業務に着手した。履行期限は平成24年 3月 26日 である。

文化財保護法94条第 1頂に基づく埋蔵文化財発掘の通知は、県土木センターから平成23年 10月 14

日付け富土セ第11601号で市教委へ提出され、市教委の副申を付けて平成23年 10月 20日 付け埋文第

88号で富山県教育委員会へ提出した。

文化財保護法99条第 1頂に基づく埋蔵文化財発掘調査の報告は、平成23年 10月 21日 付け埋文第88

号により提出した。

写真 1 試掘調査の状況
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第 2節 発掘作業の経過
監理担当者および県土木センター担当者との現地での打合せの後、平成23年 10月 17日 に重機によ

る表土掘削作業を開始した。今回の調査区は表土直下で遺構面が確認出来、古墳の横穴式石室と想

定される石列が掘削作業中に確認されたため、石が存在しそうな箇所については遺構確認面より上

面で重機掘削を留めることとした。10月 19日 には人力掘削および遺構確認作業を開始した。

10月 28日 に検出時の空中写真撮影を行い、遺構掘削を開始した。調査の中途、11月 29日 には、有

識者による現地指導、12月 2日 には空中写真測量を実施した。12月 3日 には現地説明会を開催し、

市民約70人の参加があった。

現地説明会の開催の後、現地指導での意見を基にして横穴式石室の掘削作業を行った。12月 5日

には分析試料の採集および石材鑑定をパリノ・サーヴェイ株式会社に依頼し、実施した。12月 14日

には古墳の全景撮影を実施し、三次元レーザー計測作業を実施した。その後石室内の個別写真の撮

影および、図面作成を実施し、12月 22日 に調査を終了した。

第 3節 整理作業の経過
現地発掘作業中より、出土品水洗、接合を実施し、効率化を図った。終了後、出土品の実測、復

元作業を実施し、これに並行して石室内で採取した土壌の洗別作業を行った。洗別作業では鉄製刀

子、ガラス製小玉が確認された。これらの作業の経過にあわせて報告書の執筆作業を実施した。

監理側の富山市埋蔵文化財センターとの校工作業を経て報告書発送、成果品の納入を行い、平成

24年 3月 26日 にすべての業務を完了した。

有識者による現地検討会 レーザー計測

石材鑑定
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第Ⅱ章 遺跡の位置と環境

第 1節 地理的環境
二本榎遺跡は富山市婦中町小長沢地内に所在する。富山市内の大半を占める富山平野は県の中央部に

位置し、北は富山湾、東は早月川扇状地、西は呉羽山丘陵に接し、南は飛騨山地から続く丘陵に面する。

遺跡は富山市の南西部に位置する婦中地域に位置する。婦中地域の地勢は、南西側の丘陵部と北東側の

平野部に大別される。西部から南西部にかけて呉羽丘陵が立地し、北東部は神通川とその支流によって

扇状地が形成される。そして丘陵地と扇状地の間には段丘が形成され、本遺跡は段丘上に立地している。

遺跡は西は呉羽丘陵から派生した羽根丘陵、北は境野新扇状地、東は富山平野の中央を流れる

神通川の支流となる井田川の左岸の扇状地に囲まれた中位段丘上に立地し、東西約400m、 南北約

200mの範囲に広がる。遺跡の西端は県道小杉婦中線が南北に通り、遺跡の東端は段丘の谷部に接

する。遺跡一帯は畑、林である。土地利用の状況は近世からあまり変化がないと推測されている。

今回の調査地は遺跡の中央部に位置し、その周辺の標高は59～62mを はかる。

第 2節 歴史的環境
二本榎遺跡は今回の調査まで発掘調査が行われていなかったが、古くから縄文時代の遺跡と知ら

れている。昭和25年に富山考古学会が調査した遺跡地名表には「古里村 二本榎追跡 石鏃、曲玉、
石錐」とあり 〔森1951〕 、これ以降も栗山邦二氏や青江清行氏らによって多くの上器、石器が採集

されており、縄文時代中期後葉から晩期後葉までの上器をはじめ、土偶、磨製石斧、打製石斧、石

錘、石槍、玉類等が確認されている 〔婦中町1997〕。

また、遺跡内に所在する岡崎進農国の所有地内にある「御坊立」と呼ばれる場所より多くの須恵

器が出土しており、F婦中町史』〔婦中町1967、 1997〕 や F富山県史』〔富山県1972〕 に実測図や写

真が掲載されている。年代は6世紀から7世紀にかけてのものと考えられる。

本遺跡の周辺には各時代の遺跡が多く存在する。本遺跡の北側、同じ段丘上に隣接する平岡追跡

は旧石器および縄文時代早期から前期の遺跡である。ナイフ形石器や早期の槍先尖頭器をはじめ前

期と見られる1,000点以上の石鏃も採集されている。近年の試掘調査では狭飾型垂飾なども出土し

ている。北東には、調査は行われていないが小長沢 3号墳が所在する。須恵器が採集されており、

後期古墳の可能性がある。北西の羽根丘陵の裾部には平岡窯跡・三本榎Ⅲ遺跡があり、 7世紀末の

須恵器が採集されている。南には独立丘陵上に弥生時代終末期から古墳時代前期の集落である千坊

山遺跡が所在し、その周辺の丘陵地には向野琢墳墓、六治古塚墳墓、王塚古墳、勅使塚古墳など弥

生時代終末期の墳墓や県内でも有数の規模を誇る前方後方墳が築かれており、これらの遺跡群は王

塚・千坊山遺跡群として国史跡の指定を受けている。このほか、本遺跡の南には丘陵の裾部に沿っ

て、各願寺前遺跡、新町 I遺跡、新町Ⅱ遺跡、新町横穴群、新町大塚古墳が所在する。各願寺前遺

跡では縄文時代中期の上坑 5基、中世溝等が確認されている。遺物は縄文土器、須恵器、中世土師

器、打製石斧などが出土している 〔婦中町教育委員会2004〕 。新町 I遺跡は発掘調査によって縄文

土器、打製石斧、近世陶磁が出土している 〔婦中町教育委員会1988〕 新町Ⅱ遺跡は古代の掘立柱建

物跡が確認されており、遺物は縄文土器、打製石斧、須恵器が出土している。〔婦中町教育委員会

1986〕 新町横穴墓群は試掘調査で遺物等は確認されていないが 1基確認されている。新町大塚古墳

は発掘調査では遺物等は確認されていないが、テラス状の遺構が確認されている。

-3-
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第 1図 二本榎遺跡周辺遺跡分布図 (1/25000)

二蔑94ヨ噛
周辺の遺構一覧

遺構名称 種別 時代 選構名称

二本腹迫跡 散布地 壌菖? 縄文 Ⅲ世? 響予新南HttRI 女布地 縄文 奈良 平安 即坊山南遺跡

平岡這跡 化押川C遺跡 構をRI

'LIW川

眈跡 焦落 生産 散布地
二本積ムⅡ遺跡 散布地 縄文 ●It 近世 口多難 RI 旧石器 縄文 奈良 自ノ段塚

宮ノ高A遺筋 L多這跡 】脚如1 重ノ段eLl 渋布地 集落 生産 日石器 縄文 奈良 中世
小長沢古壊群 首墳 平同神明社裏追跡 用ヶ丘狐谷亜遺跡 に落 散布地

新町1遺Vl 散布地 平同u遺跡 縄文 古代 羽ヶ丘狐谷IvEEII 枚布地 生遠 罷文 古■
大開Ⅱ遺跡 散布地 散布地 窯 隔ヶ丘孤谷Ⅱ追跡 焦落 生産 縄文・hlt

野下 .新開遺RI

'日

石器 縄文 用町H勘 脅購
"也

 籍 縄文 古代 中世 近世 嘱ヶ丘中山I遺跡 女布地 集舞 生産 縄文 割代
小長沢 I遺跡 古代 中世 (戦国) 帷 壌 古墳 ガメ山選跡 縄文 古代

小長沢北塚 手願手前遺跡 散布地 集Z 縄文 古境 中世 近世 三熊東Ⅱ遺跡 七道 集落
新町Ⅱ遺跡 理 保養園前遺跡 鴫文 三熊MBI

新町大塚古墳 中lLg? 句野塚墳喜 嬢 麻生 古墳

境野新A追跡 散布地 不明 六祐古塚壊墓 隔ヶ三中山V遺跡 集落 散布地 旧石器 縄文 古代
総野V遺跡 縄文

=ツ
塚古壊群 韓 古瑣 呵ヶ丘中遺跡 散布地 繕 旧石器 縄文 古代

総野V遺跡 散布地 彎文 羽根上平遺跡

総野Ⅲ遺跡 M14 縄文 PFE 珈交塚古瑣 堪 口ヶ丘西追跡 散布地 縄文 古代
響,H遺跡 腕 縄文

=塚
古墳 嬢 呵ヶ丘中山V追跡 散布地 生産 縄文 奈良

二塚古壊陪塚 曜 古輸 口ヶ丘ヤンキゲ遺跡 散布地 集落 生産 需文 古代

添ノ山古墳群 壌蔓 古瑣 球 欄 鰤 瑶文 珂ヶ丘中山Ⅱ遺跡 集落 生産 縄文 ●lk

千坊山遺Vj 羽恨】賦跡 祠ヶ丘中山窯LI

小長沢Ⅱ遺跡 罵文 首代 中世 近世 呉羽カントリー内遺R 飾 迪 毘文 古代 日本藤ノ米追跡 散布地

下邑追跡 散布地 電文 古代 中世 近世 開ヶ丘東H遺跡 散布地 縄文 古代 L多南遺跡 集落 生産 縄文 古代
下邑東追跡 集落 散布地 飛鳥 奈良 平安 中世 近世 開ヶ丘狐谷遺跡 コ本藤ノ木窯跡 散布也 生産 縄文 古代
鶴ケ城跡 開ヶ丘真I遺跡 散布地 聴文 古代 山本藤ノ木Ц遺跡 縄文

境野新商コ遺跡 渋布地 理文 御坊山遺跡 散布地 生遭 集落 撻文 古代 近世
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第Ⅲ章 調査の概要

第 1節 調査の方法
調査区は改良工事の際に設置された座標を基にして設定した。調査面積は715どである。

調査の目的は横穴式石室と想定された古墳の状況を確認することであり、古墳部分の調査におい

ては慎重を期した。表土掘削は試掘の結果をもとにバックフォーによって耕作土を掘削、除去を行っ

た。ただ、横穴式石室と想定される箇所については、遺構確認面より上面で重機掘削を留めること

とし、入力によって表土残土を掘削し、遺構検出作業を実施した。

遺構検出作業の後、ラジコンヘリによる空中写真撮影実施した後、遺構掘削を実施した。遺構は

基本的に断面観察用の畦を残して掘削し、断面を写真と図面に記録した後完堀した。遺物が出土し

た遺構についてはその出土状況を写真および図面作成によって記録した後、完堀した。遺物につい

ては手実測および、デジタルカメラによる写真測量により位置と高さを記録した。

図面は平面図・断面図・遺物出土状況図を作成し、縮尺を 1/20を 基本として作成した。遺構の

全体平面図についてはラジコンヘリによる空中写真測量実施して作成している。

写真撮影については現地調査で351nlll。 ブローニー(6× 7)サイズのカメラを使用し、フイルム

は35111mは カラーネガおよび白黒、ブローニーはカラーリバーサルと白黒を使用した。遺物写真はデ

ジタルー眼レフカメラで撮影を行った。

自然科学分析については、出土須恵器の胎土分析、土壌分析、炭素年代測定を実施した。胎上分

析については調査終了後、古墳の周溝出土の須恵器より分析対象を決定し、胎土分析研究会の三辻

利一氏に依頼した。土壊分析については、築造時における古墳の周辺環境を考察するために実施し

た。炭素年代測定については、遺物が出上していなかった古墳に近接するSK 2と横穴式石室内の

埋土より採集した炭化物によって年代を確認するために実施し、土壌分析とともにパリノ・サーヴェ

イ株式会社に依頼した。自然科学分析については本書の第Ⅳ章で結果を掲載している。

整理作業については、遺物の洗浄、注記、接合作業の進捗と並行しながら、実浪1、 遺物写真撮影

を実施した。報告書作成については図面をデジタルトレースし、版組を作成して入稿した。

第2節 基本層序
調査区は標高59～62mを はかる下位段丘上に立地する。調査区とその周辺はは近世時期以降の耕

作によって改変を受けており、遺構確認面までの間層がほとんど確認出来ないないため、表土直下

で地山。遺構確認面という箇所が大半である。

第 I層 表    土
第Ⅱ層 黒褐色粘質土

第Ⅲ層 黄褐色粘質土
第Ⅳ層 灰 白色 粘 土

近世以降の盛土や耕作± 30～ 40cmの厚さである。

表土と地山との間の漸移的な層で部分的に見られる。

5 clll～ 10Cmの厚さである。

本層上面で調査区での遺構確認面となる。第Ⅲ層より、下は無遺物層である。

第Ⅲ層上面より0.3～0.5m下で確認された。一部の遺構でこの層まで掘り

こまれた遺構が若干見られる。
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第 3節 遺橋

今回の調査で確認した遺構は、横穴式石室を伴う古墳 1基、溝 4条、土坑 8基、ピット108基である。

古墳は調査区の中央で確認し、溝、土坑、ピットについては調査区の全体で確認した。遺構の記述

については主要遺構だけを取り上げて述べる。

1 古墳 (SZ01)(図 4～ 6)
調査区中央部で確認した。墳丘は後世の開墾等で大半が失われており、石室も天丼石をはじめ上

部が削平を受けている。墳丘をとりまく周溝は全周することを確認し、古墳全体の規模と形状は長

径 14,2m、 短径13.8mの 正円に近い円墳となる。

(1)墳丘 規模は長径10.4m、 短径10.2を はかり正円に近い形状である。墳丘盛土は大半が開墾等
により削平をうけており、地山面から10cm程度の厚さでわずかに残存している。ただ、東側では

形状を整えるために周溝の一部を埋め直したと考えられる箇所がある。埋土は黒褐色粘質土で、か

なり上壌化が進んでいる。墳丘の構築過程については盛上の大半が失われているため、詳細は不明

である。

(2)周清 墳丘の全周で確認した。幅は1.2m～ 2.4m、 深さは0.2～0.4mを はかる。周溝の造 りに
ついては石室が開口する南側と北側では開削のありようが異なっている。南側については南東部か

ら、石室の開口部付近については溝の幅が狭いものの、北側より深く掘り込まれているのが特徴的

である。これは地形の傾斜も考えられるが、葬送儀ネしや墓前祭祀に対して、墓前といえる開口部周

辺においてこれらの行為を行うために丁寧に開削されたと考えられる。北側については比較的浅く

掘られており、幅も広くとられている。埋土は褐灰色土・暗灰黄色上を主体としており、 3～ 4層
に分けられる。遺物の出土は最下層の上面付近からの出土が顕者であった。遺構底面から堆積して

いる下層については古墳の築造から追葬や墓前祭祀等が営まれた間の堆積であると考えられる。ま

た堆積上の自然科学分析の結果も含めて考察すると、溝には水が常時なかったと想定出来る。

遺物は古墳の南側の周溝から出土した。SD 2に隣接する南東部では、奏、高イが出土した。特

に奏は底部を欠き、破砕された状態である。墓前祭祀の際に用いられた後、破砕され周溝の外側か

ら投棄されたと考えられる。こうした大奏の破砕行為については神奈川県秦野市桜土手古墳 1号墳

などでも確認することが出来る 〔桜土手古墳群発掘調査団1989〕。開口部分に接する部分について

は郭、邦蓋が出土した。南西部では高杯が出土した。この高郭は口縁と裾部の一部が意図的に打ち

欠かれており、これも墓前祭祀の際に打ち欠かかれたと推測される。

(3)墓坑 石室を構築する際に地山を掘 りこんだ土坑であり、今回の調査では部分的な掘削にと
どまっているが、規模は全長7.3m、 最大幅2.Om、 深さは0.3mを はかる。平面形状は石室の開口部

にむかって窄まる徳利状となり、断面形状は皿状である。埋土は黒色粘質土を主体として地山土が

混じっており、そこに拳大程度の礫も確認された。この礫は石室を構築した際に隙間や支えのため

に入れられた間詰石と考えられる。

墓坑内からの遺物については、部分的な掘削にとどめているため今回の調査では確認することが

出来なかった。

(4)横穴式石室 南東側に開口する左片袖式の横穴式石室である。石室は墳丘の中央部から南側
周溝に向かって墓坑を掘り、その底面から基底石を積み上げ構築したと考えられる。規模は、石室

は全長5。8m、 玄室長3.8m、 羨道長2.Om、 玄室幅1.2m、 玄室幅0,7m、 現存高は0.32～0.6mをはかる。

石室の主軸は座標北から西へ30° である。
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石室は、玄室部と羨道部の区別が明確であり、その境目には闘石が配されている。この玄室およ

び羨道の境に付随する袖部分は当初は不明瞭であり、無袖式を想定したが、閾石と列する部分に石

材の抜き取り痕があり、左片袖式と判明した。羨道部は左側に 3石、右側に 1石しか残存しておら

ず、右側の 1石は元の位置より動いている。また、石材は玄室内の石材に比して小ぶりである。羨

道部分の構造としては竪穴部分が浅く皿状に掘り窪められており、そこに石を配したと推測出来る。

そして、玄室部分より、側壁の石材が小さく、幅も0。7メ ートルと狭いことから、羨道部には当初

より天丼石が設けられていなかった可能性が高い。

玄室部は上部が失われているものの、配された石が一段ないし、二段残存する。側壁部分では、

左側壁は一段日の石も抜き取られている部分があり、抜き取りによって間詰石が玄室内に散乱する。

右側壁は一段目の石がほぼ残存しており、一部、二段目も残っている。側壁の石は一段目に長精円

形を呈する石を利用しており、二段目は扁平な丸めの石を利用している。石の大きさについては、

石室を安定させるために一段目のものが大きくサイズもそろえられている。奥壁は石室内で大きな

石を右隅に配し、左隅側の石で玄室の幅を合わせている。

石室の構造は、基底石を縦置きにして据え、二段日以降は横置きにして積み上げたと考えられる。

石材は遺跡周辺で産する濃飛流紋岩系の石を用いており、奥壁と閾石に大きなものを利用し、側壁

についてはサイズをそろえて配していった感がある。天丼の構造は、 3段 日以上が残っていないた

め不明である。

石室内の床面については、礫敷きではなく、地山土を利用して貼床にしている。床面は平坦では

なく、両側壁側は石の設置のためにやや窪んでいる。内部は墳丘や石室の天丼部分が失われたこと

によって流れ込んだ土砂が石室内を埋めている。黒褐色粘質土を主体としており、かなり上壌化が

進んでいる。床面に近い部分は築造当時の面が若千残っていると考えられる。

出土遺物は床面に近い部分から須恵器片、刀子、ガラス製小玉が出上した。須恵器片は壷ないし

横瓶の胴部片である。小片のため詳細な時期は判断出来ない。また、今回の調査での出土ではない

が、提瓶 4点が地元の住民によって採集され、うち 3点が現存している。出土状況から石室内で副

葬品であると推測される。

(5)年代測定 古墳の羨道部分の埋上で床面直上の11層から採取した炭化物について年代測定を

実施した。結果、AD585～ AD637と 測定された。この結果は周溝から出土した須恵器や、石室内

で採集されたと考えられる提瓶とも年代が一致しており、床面直上の層は、古墳の石室が築造され

てから埋葬で利用されていた時期を示していると言える。

(6)石室から掘りだされた石について 掘りだされた石については後述するSK 8の ほか、若宮八

幡神社の境内にも奉納されている盤持石も調査区内から掘り出されたと伝えられている。ただし、

天丼石と見られる石材はSK 8で も若宮人幡宮境内においても確認することが出来なかった。この

盤持石として奉納された石室の石は戦後に掘りだされたものであるため、石室の削平は畑の改変の

たびに何度か行われたものと考えられる。

2 ビット (SP)
108基 を確認した。埋土は黒褐色粘質土で単層のものが主体である。遺物はSP20で縄文土器片を

確認した。規模は概ね直径0.3m前後、深さ0.15m前後で、平面形状は円あるいは精円形の形状をも

つものが多い。断面形状はU字状や漏斗状を呈する。江戸時代以降、畑として土地利用されており、

株跡などの痕跡の可能性が高いと考えられる。
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2 10YR5/2反 黄掲色粘質土 (明責褐色粒少しまじる)

3 10YR4/1掲 灰色粘質土 (明責掲色粒少しまじる)
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525Y5/2暗 灰責色粘質土 (地山土ブロックまじる)

6 7 5YR5/2灰掲色土 (地山土粒少しまじる)

75Y3/1オ リーブ黒色土 (地山土少しまじる)
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断面図 (平面 1/100、 断面 1/50)第 4図 古墳平面図
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5 75Y2/1黒色粘質土 (地山土粒少しまじる)   15 10YR5/1掲 灰色粘質土 (地山土粒少 しまじる)
6 10YR1 7/1黒 色土 (石混じる)         16 10YR5/1褐 灰色粘質土 (地山土まじる 15よ りしまりあり)

7 75Y2/1黒色粘質土 (地山土粒まじる)     17 10YR5/2灰 責褐色粘質上 (地山土粒まじる)

8 10YR4/1褐 灰色粘質土 (地山土少 しまじる)   18 10YR4/1褐 灰色粘質土 (地山土少 しまじる)
9 7 5YR2/1黒 色粘質土 (地山土少しまじる)   19 25YR4/2暗 灰責色粘質土 (地山土少しまじる)

10 25Y3/2黒褐色土 (黄灰色土少しまじる)    20 75YR5/2灰 褐色土 (地山土少 しまじる)

0                     1:60

第 6図 横穴式石室平面図・断面図 (1/60)※遺物 7はS=1/4 8は S=1/1で ある
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3 土坑 (SK)(図 7)
8基を確認した。黒褐色粘質上の埋土を持つものが主体である。SKと 、SK 2、 SK 8以外の 5基

の土坑は埋土が単層であり、遺物も出土していない。ピットと同様に、江戸時代に畑として土地利

用がされた際の株跡等と考えられる。

(1)SKl 調査区の南西部で確認した。平面形状は方形を呈する。規模は長軸0.62m、 短軸0.60m、

深さ0.48mを はかる。断面形状は箱状で、埋土は中層の黒褐色土が厚く堆積し、浅責橙、責橙色の

ブロックが多く混じる。遺物の出土はなかった。時期は不明だが、埋土の状況から、比較的新しい

と推測される。

(2)SK2 調査区の中央部西側で確認した。平面形状は一部がやや突出した方形を呈する。規模

は長軸0.80m、 短軸0,70m、 深さ0.26mを はかる。断面形状は皿状で、埋土は 3層 に分けられ、す

べての層に炭が混じる。中層に炭化物を多く確認したため、この炭化物を用いて年代測定を実施し

た。下層は底面付近に小さな焼土塊を確認したが、底面は熱変化を受けた跡が明瞭ではない。遺物

の出土はなかった。

中層より採集した炭化物で災素年代浪1定を実施した。その年代測定結果はAD.659‐ AD。720であり、

古墳よりやや新しい時期の遺構である。

(3)SK8 調査区の北東側で確認した。平面形状はやや不定形な楕円形を呈する。規模は長軸

■8m、 短軸0.9m、 深さ0.6mを はかる。断面形状は半円状をなす。埋土は黒褐色粘質上の単層で多

量の石が廃棄されていた。湧水があるため、当初は井戸と想定した。石は乱雑に入れられた状況で、

近接する古墳の横穴式石室の石材と同じく濃飛流紋岩系のものであり、石室を構築する石とその間

詰石であつたと推測される大きさのものが見られた。このことから丼戸ではなく、古墳の削平時に

掘りだされた石を埋めた土坑と考えられる。

出土遺物は石以外に、年代の分かる土器等の遺物がないため時期の詳細は不明であるが、この地

域の開墾】犬況から近世以降と推測される。

4 清 (SD)(図 8)
4条を確認した。SD 2以外の 3条の溝は、褐灰色上の単層で、遺物も出土していないため詳細

は不明である。溝というよりは風倒木の痕跡の可能性もある。

(1)SD2 調査区中央部の東側で確認した。東西方向の溝であり、西側を古墳周溝に、北側の一

部を風倒木により切られている。規模は調査区内で全長4.6m、 幅0。7～ 1.lm、 深さは0.26mを はかる。

断面形状は弧状を呈する。埋土は 3層に分けられ、上層は黄灰色土、下層の底面は黒褐色土で肩部

は黒褐色土、遺物は底面の 2層から出土した。

出土遺物は須恵器長頸壷、甕片が出土しており、古墳周溝内の出土遺物との接合する。時期は陶

邑編年TK209～ TK217並行の 6世紀後半から7世紀初頭である。

SD 2は古墳の主軸とは方向を異にしているが、周溝と切合関係があり、また出土した遺物は接

合することから、同時期に併存した遺構と考えられる。

古墳の周溝からの水を谷狽1へ と流す排水溝の機能を想定したが、埋土の状況等からはこうした判

断出来なかった。
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7.5Yl,71黒色土懺黄橙、責橙色粒まじる)
2.5Y3/1黒褐色土(浅黄笹、黄橙色ブロック多くまじる)
10YR2/1責灰色土(淡黄色粒少しまじる)

SKl

ユ5Y2/1黒色土 (炭少しまじる)
2.5Y3/1黒褐色土 (地中土粒、炭少しまじる)
25Y71黄 原色上 (地山土、焼上、炭少しまじる) sK2

0            ■知

A
S98

1 75YR2/1黒色粘質主 (地山土少しまじる)

SK8
0                  1:30                 15m

第7図 土坑平面図・断面図 (1/201/30)
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1 25Y4/1責 灰色粘質上
2 25Y3/1黒 褐色粘質土 (黄褐色粒まじる)
3 25Y3/2黒 褐色粘賀土 (黄褐色粒まじる)
4 10YR4/1褐灰色粘質土(責褐色粒わずかにまじる)
風倒木の埋土

SD2

0                  1:30

第 8図 溝SD2平面図・断面図 (1/30)※遺物はS=1/6で ある
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第4節 遺物 (第 9図、第 10図 写真図版 7～ 10)
今回の調査で出土した遺物は縄文土器、須恵器、刀子、石鏃、玉でコンテナケース (50× 30× 15

cm)3箱である。このうち13点 を図化した。これ以外に古墳の石室内から出土したとされる提瓶 3

点についても紹介する。

1 古墳周溝 須恵器の高郭、蓋、壷、甕がある。壺はSD 2出土の長顎壷と接合する。 4点を図
化した。

lは蓋である。内面には直立して伸展するかえりが付く。頂部は欠損しているがツマミが付いて

いたと考えられる。時期は陶邑編年のTK217段階と並行する7世紀前半と推測される。

2は高郭の郭部である。無蓋で下半にヘラケズリによって 2カ所段を有する。口縁がやや外傾し

て口縁端部はやや細 くなる。時期は陶邑編年のTK209～ TK217段階に並行する 6世紀後半から7

世紀前半にあたる。

3は高郭である。無蓋でイ部は底面よりやや外傾して立ち上がり、下部には一条の沈線が巡る。

脚部には上半に 2条、裾部に 1条の沈線が巡り、端部は面取りされて外傾する。時期は陶邑編年の

TK209～ TK217段階に並行する6世紀後半から7世紀前半にあたる。

4は高イである。無蓋で郭部は底面よりやや外傾して立ち上がり、下部に一条の沈線が巡る。脚

部には二段の透かしが見られ、その隙間に上半 2条、裾部に 1条の沈線が巡る。端部は面取りされ

て内傾し、断面は三角形状を呈する。時期は陶邑編年のTK209～ TK217段階に並行する 6世紀後

半から7世紀前半にあたる。

5は甕である。大型のもので、顎部は外傾して、大きく開き、三条の沈線とその間に刻み目が付

される。口縁端部は面取りされて三角形状を呈する。胴部は外面にタテ方向のタタキロ、内面には

同心円状の当て具痕が見られる。古墳周溝から出上した須恵器は 3を除いて概ね陶邑編年のTK209

並行の 6世紀後半から7世紀初頭に位置づけられる。

2 古墳石室 須恵器片、刀子、ガラス製小玉が出上した。 3点を図化した。 6は横瓶あるいは壺
の破片と考えられる。外面は格子状のタタキロが残り、内面は同心円状の当て具痕が残る。小片の

ため時期の詳細は不明である。

7は刀子である。小型のもので茎部は欠損しており、残存長5。2cm、 幅1.lcmで ある。

8はガラス製小玉で径0.37～ 0.4cm、 孔径0.lcm、 高さ0.2cmを はかる。色調はコバルトブルーである。

3 SD2 須恵器の奏、壷が出土した。古墳周溝出上の須恵器と接合する。 1点を図化した。 9
は長顎壺である。顎部は上方に向かって味

`久

状に開き、口縁端部はタト傾し内面に段を有する。頚部

の半ばで二条の沈線が巡る。胴部はやや扁平気味の球状を呈し、上半に沈線が一条巡る。打ち欠き

の痕跡があり、薄く剥離した破片が日立つ。葬送儀礼等で用いられたと考えられる。時期は陶邑編

年のTK209～ TK217段階に並行する6世紀後半から7世紀前半にあたる。

4 遺構外の遺物 縄文土器、石鏃が出土した。 4点を図化した。10、 11は深鉢の胴部片である。
外面に縄文が施される。細片のため詳細な時期は不明だが、後期と考えられる。

12は細片だが、浅鉢の一部と考えられる。沈線と指突文が確認でき、後期後半の井口式と考えら

れる。

13は石鏃である。無茎式である。石は風化しているが光沢もあり、石材はいわゆる下呂石と呼ば

れるハリ質安山岩である。

5 採集遺物 石室内から出土したと推測される提瓶 3点を図化した。14は環状のつまみをもつ球
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胴形である。胴部にカキメを施す。頚部は二条の沈線が付される。

15も 環状のつまみをもつ球月同形である。胴部にカキメを施す。顎部は一条の浅い沈線が付される。

16は突起をもつ球月同形である。胴部にカキメを施し、ヘラで線を付けた痕跡が見られる。顎部は

一条の沈線が付される。提瓶の時期は 3点 とも陶邑編年のTK209か らTK217並行の 6世紀後半から

7世紀前半に位置づけられる。

表 1 土器観察表
告
号
報
番 離離

種別 器種
法量

胎土 色調 調整 焼 成 残存率 備考
口径 器 高 底径

l 同溝7 2層 須恵器 蓋 (86) (64) (2土 )
密

灰色粒子を含む

外 :25Y7/31完黄

内 :25Y7/3浅責
外:ロクロナデ、ロクロヘラ切り

内:ロ クロナデ、ロクロヘラ切り
良好

3/12

縁

径

口

底

罰溝± 4層 須恵器 高郭 ll
密

白色粒子を含む

外 :5Y6/1灰色

内 :5Y6/1灰色
Ⅲ:ロクロナデ、ロクロヘラ切り

対:ロクロナデ、ロクロヘラ切り
良好

‐２

　

・
輔
離

詞溝2 3層 須恵器 高郭
密

白色粒子を含む

25Y6/2灰黄
25Y6/2灰黄

外

内

/1:ロ クロナデ、ロクロヘラ切り
:ヽロ クロナデ、ロクロヘラ切り

良好
口猪夙 8/12

底径 8/12

周溝7 2層 須恵器 高郭 (144) 124
密

白色粒子を含む

25Y6/1黄灰
25Y6/1黄灰

外

勺

外Iロクロナデ、ロクロヘラ切り

内:ロクロナデ、ロクロヘラ切り
良媚 臨
離
4/12

5/12

5 周溝7 2層 須恵器 奏 (664)
密

白色粒子を含む

朴:5Y6/1灰色

勺:5Y6/1灰色

外:ロクロナデ、ロクロヘラ切り

内:ロ クロナデ、ロクロヘラ切り
良好
口縁 7/12

底径  ―

かなり破母
された状
態で出土

6 石室内 須恵器 士電 (29)
密 外 :5Y6/1灰色

内 :5Y7/1灰白色

外 :タ タキ

内 :当て具痕 (同心円)
良好 醜
雖

9 SD2 2層 須恵器 長頚重 ①O)
密

自色粒子を含む

外 :5Y6/1灰

内 :5Y6/1灰色
外 :ロクロナデ、ロクロヘラ切り

内:ロクロナデ、ロクロヘラ切り
良好 聯
離
5/12 軟
鵬
打

痕

表土 縄文土器深鉢 ? (2つ
密

灰白色粒子を含む

7う lR6/4にぶい橙

10YR5潟 にぶい黄褐

外

内

外 :縄文、ナデ

内 :ナデ
良好
口縁  ―
底径  ―

風倒木 縄文土器深鉢 ? (61)
腎

J色粒子、雲母を含む

外:7 5YR6麗にぶい橙

内110Y郎 /3にぶい黄褐

外 :縄文、ナデ

内 |ナデ
良好
口縁

底径

一
　

一

周溝内 縄文土器深鉢 ? (25)
密

白色粒子を含む

外:75Y留 /射こぶい橙

内:7う YⅣ /4にぶい橙

外 :ナデ

内 :ナ デ
良好

一
　

一
聯
離

採集遺物 須恵器 提瓶
胴径
149
密 N恢～10YR6/1灰

N61k～10YR6/1灰

外

内

外 :ロ クロナデ、カキメ

内 :ロ クロナデ
良好
口糸尿12/12

底径12/12
石室内 ?

採集遺物 須恵器 提 瓶
胴径
143
密 外 :N6灰～N阪

内 :N6灰～N販
外 :ロ クロナデ、カキメ

内 :ロ クロナデ
良好
口縁12/上 2

底径12/12
石室内P

採集遺物 須恵器 提瓶 233 胴径
1811
密 10YR6/1灰

10YR6/1灰

外

内

外 :ロ クロナデ、カキメ

内 :ロ クロナデ
農好
口縁12/12

底径12/12
石室内 ?

表 2 金属製品観察表
告
号
報
番
遺構名
層位

種別
法量 (側 )

備考
全 長 幅 厚 さ

7 石室内 刀子 洗別作業で出土

表 3 ガラス製品観察表
告
号
報
香 離離

種別
法量 (clll)

備考
直径 孔径 厚 さ

石室内 小 玉 洗別作業で出土

表 4 石製品観察表
告
号
報
番
遺構名
層位

種別 石材
法量 (cШ )

備考
全長 幅

'旱

さ

表土 石鏃 安山石 重量046g 下呂石か
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第9図 出上遺物実測図
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第10図 採集遺物実測図 (1/3)
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第Ⅳ章 自然科学分析

第 1節 二本榎遺跡出土須恵器の蛍光X線分析
胎土分析研究会 三辻利一

1 はじめに
全国各地の窯跡出土須恵器の蛍光X線スペクトルの比較から、K、 Ca、 Rb、 Srの 4元素が地域差

を示す元素であることが発見された。さらに詳細に地域差を調べるために、主成分元素同士を組み

合わせたK‐Ca分布図と、微量元素同士を組み合わせたRb―Sr分布図を作成した。このとき、測定さ

れた各元素の蛍光X線強度を岩石標準試料」G-1で標準化することを考案した。両分布図上に窯跡

出土須恵器の分析結果をプロットしたところ、窯跡としてよくまとまると同時に、窯跡が所在する

地域によって、両分布図上での分布位置が異なり、地域差があることが確認された。このデータを

もとに、両分布図は窯跡出土須恵器の地域差を有効に示す分布図であることが提案された。通常、

土器の化学特性とはこれら4元素のもつ特徴のことである。また、全国各地の花筒岩類を分析した

結果、花聞岩類も両分布図上で、地域差を示すことが明らかになった。その原因は花聞岩類中の最

も重要な主成分鉱物である長石類にあることが分かった。さらに、窯跡の後背地を構成する母岩の

化学特性と母岩に由来する粘土の化学特性は対応するのは当然のことである。このことから、窯跡

出土須恵器の科学特性は母岩を構成した長石類に関連することが分かった。こうして、窯跡出土須

恵器は地質が原因で地域差を示すことが分かった。窯跡出土須恵器は地理的情報を持っていること

が立証された訳である。須恵器の生産と供給問題の研究には、時間的情報の他に、地理的情報が必

要である。これまでの土器型式による考古学研究では地理的情報が整理されておらず、そのため、

須恵器の生産と供給問題の研究が遅れたのである。胎土升報の普及によって、全国各地の窯跡出土

須恵器の化学特性が整理されてくると、須恵器の生産と供給問題の研究は漸く進み始めた。

富山県内の 6世紀代の須恵器窯跡は氷見市にある園カンデ窯だけである。 7世紀代に入ると、10

基程度の窯跡が発見されているが、胎上分析のデータは十分に整理されていない。本報告では二本

榎遺跡出土須恵器の分析データを陶邑産の須恵器に対応させて、和泉陶邑からの搬入品であるかど

うかを検討した。

2 分析法
須恵器片表面を手動式研磨機で研磨して、表面付着物を除去したのち、タングステンカーバイド

製乳鉢の中で、100メ ッシュ以下に粉砕された。粉末試料は塩化ビニル製リングを枠にして、電動

式プレッサーで高圧をかけてプレスし、内径20mm、 厚さ 5 mllの錠剤試料を作成し、蛍光X線分析用

の試料とした。

蛍光X線分析には理学電機製RIX2100(波 長分散型)を使用した。この装置にはTAP、 Ge、 LiF

の 3枚の分光結晶と、ガスフロー比例計数管、シンテレーションカウンターの二つの検出器が装填

されており、コンピューターの制御によって、自動的に交換された。さらに、50個の試料が同時に

搭載できる自動試料交換器に連結されており、完全自動分析ができる装置である。

測定された蛍光X線強度は同じ日に測定された岩石標準試料」G-laの各元素の蛍光X線強度をつ

かって標準化した。分析値はJG‐laに よる標準化値で示されている。分析元素はK、 Ca、 Fe、 Rb、

Sr、 Naの 6元素である。

-20-



3 分析結果
今回分析 した 2点の須恵器の分析データは表 1に まとめられている。この結果に基づいて、

K―Ca、 Rb‐Srの両分布図を作成した。両分布図は図 1に示してある。この図には比較対照のために、

陶邑領域を描いてある。この領域は定性的にしか領域を示さないが、比較姑照には有効である。図

1をみると、今回分析した 2点の試料はK―Ca分布図では陶邑領域に分布し、陶邑胎土であること

を示唆するが、Rb―Sr分布図では陶邑領域の右下端に分布し、一応、陶邑領域内には分布するものの、

陶邑製品であるかどうかは不明である。なお、今回分析した 2点の須恵器は両分布図でも近接して

分布しているが、他の因子でも類似しており、同じ産地の製品であると推定された。

ここで、これまでに分析されている地元産の須恵器との対応を考えた。図 2には小矢部市の蓮沼

西窯の、また図 3には大門町の流団No16～ 2号窯の須恵器の両分布図を示してある。これらの窯

跡試料は時期的には異なるものの、Fe、 Na因子で今回分析した須恵器試料にほぼ射応したからで

ある。その上で、長石系 4因子を対比するために、両分布図を作成し、今回分析した 2点の須恵器

を対応させてみた。そのために、図 1には図 2、 3で得られた蓮沼西領域と流団領域を描いてある。

そうすると、両分布図で今回分析した 2点の須恵器試料は両領域に対応するが、とくに、流団領域

には両分布図でスムーズに対応することが分かる。これらの点から、今回分析した 2点の須恵器試

料は地元産の須恵器である可能性が高いとみられる。土器型式でも対応してみることが必要である。

第11図 分析試料関連遺跡位置図
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第 2節 二本榎遺跡の年代測定・徴化石分析・石材鑑定
パリノ・サーヴェイ株式会社

1 はじめに
二本榎遺跡 (富山市婦中町小長沢地内)は、境野新扇状地扇頂部の南、呉羽山丘陵南西に分布す
る中位段丘面上に立地する。本遺跡では、発掘調査の結果、古墳時代後期の横穴式石室をもつ古墳

をはじめとして、溝や土坑などが確認されている。

本報告では、上記した古墳時代後期の古墳の年代や墳丘築造時および以前の古環境などの検討を

目的として、自然科学分析調査を実施した。また、古墳の石室 (玄室、羨道)な どの利用石材およ
び地質学背景の検討を目的として、石材鑑定も実施した。

2 放射性災素年代測定
(1)試料
試料は、羨道の埋土より採取されたλ化材 (古墳石室 南北アゼ 411層 )と 土坑覆土から採取さ
れた炭化材 (SK2 2層 )である。測定に供した試料は、古墳石室 南北アゼ 411層 の炭化材が l clll
角程度の破片、SK2 2層 の炭化材が長さ約 3 cm、 幅約 2 cm、 厚さ約0.7cm程度の (板 目)板状の破
片である。これらの炭化材については、試料の履歴に関わる情報を得るため、試料の一部を採取し、

樹種同定を実施した。

(2)分析方法
試料に土壌や根などの目的物と異なる年代を持つものが付着している場合、これらをピンセット、

超音波洗浄などにより物理的に除去する。その後HClに よる炭酸塩等酸可溶成分の除去、NaOHに
よる腐植酸等アルカリ可溶成分の除去、HClに よリアルカリ処理時に生成した炭酸塩等酸可溶成分

を除去する (酸 。アルカリ。酸処理)。 試料をバイコール管に入れ、 lgの酸化銅 (Ⅱ )と銀箔 (硫
化物を除去するため)を加えて、管内を真空にして封じきり、500℃ (30分)850℃ (2時間)で加熟
する。波体窒素と液体窒素 +エタノールの温度差を利用し、真空ラインにてC02を精製する。真空

ラインにてバイコール管に精製したC02と 鉄・水素を投入し封じ切る。鉄のあるバイコール管底部

のみを650℃ で10時間以上加熱し、グラフアイトを生成する。化学処理後のグラフアイト・鉄粉混

合試料を内径 l lmllの子とにプレスして、タンデム加速器のイオン源に装着し、測定する。

測定機器は、3MV小型タンデム加速器をベースとした14c_AMS専用装置 (NEC PelletrOn 9SDH―
2)を使用する。AMS測定時に、標準試料である米国国立標準局 (NIST)か ら提供されるシュウ酸
(HOX―Ⅱ)と バックグラウンド試料の測定も行う。また、測定中同時に13c/ワ cの測定も行うため、
この値を用いてδ ttCを算出する。

放射性炭素の半減期はLIBBYの 半減期5,568年 を使用する。また、測定年代は1950年 を基点とし

た年代 (BP)であり、誤差は標準偏差 (One Sigma 68%)に相当する年代である。なお、暦年較
正は、RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV6.0.0(Copyright 1986-2010M

Stuiver and P」 Reimer)を 用い、誤差として標準偏差 (One sigma)を 用いる。

暦年較正とは、大気中の
14c濃
度が一定で半減期が5568年 として算出された年代値に対し、過去

の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の
盟C濃度の変動、及び半減期の違い (14cの半減期

5730± 40年)を較正することである。暦年較正に関しては、本来10年単位で表すのが通例であるが、
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将来的に暦年較正プログラムや暦年較正曲線の改正があった場合の再計算、再検討に対応するため、

1年単位で表している。暦年較正は、測定誤差σ、 2σ (σ は統計的に真の値が68%、 2σ は真の

値が95%の確率で存在する範囲)双方の値を示す。また、表中の相対比とは、σ、 2σ の範囲をそ

れぞれ 1と した場合、その範囲内で真の値が存在する確率を相対的に示したものである。

表5 放射性炭素年代測定および暦年較正結果

(3)結果
炭化材試料の同位体効果による補正を行った測定結果 (補正年代)は、古墳石室 南北アゼ411
層の炭化材が1,460± 30yrBP、 SK2 2層 の炭化材が1,310± 20yrBPである。また、較正暦年代 (測

定誤差σ)は、古墳石室 南北アゼ 411層の炭化材がcalAD 585～ calAD 637、 SK2 2層 の炭化材

がcalAD 664～ calAD 764である (表 1)。 なお、測定に供した炭化材試料 2点はいずれも落葉高木

のクリ (Castanea crenata Sieb.et Zucc.)に同定された。

3 微化石分析
(1)試料
試料は、古墳の羨道出口付近 (1地点)の堆積層より採取した黒～黒褐色泥 (試料番号 3)と、

古墳東側の東西 トレンチ (3地点)の堆積層より採取したロームの偽礫が混じる黒～黒褐色泥 (試

料番号 2)の 2点である。
二本榎遺跡の堆積層は、調査区南壁と調査区南西より検出された土坑壁面の観察によれば、青灰

色泥を基底として、下位より灰黄色泥、黄褐色泥、褐～黄褐色泥、暗褐灰色泥 (漸移層 )、 黒灰～

暗褐色泥 (黒ボク)か らなる。なお、堆積層上部は後代の耕作などの擾乱が著しく、その影響は黒

ボクに相当する黒灰～暗褐色泥や漸移層とした暗褐灰色泥、さらに褐～黄褐色泥まで及ぶ。

上述した試料採取地点は、いずれも褐～黄褐色泥上部を基底として作製された観察用の土層断面

に相当する。 1地点は、層厚約35clllを 測り、下位よリロームの偽礫 (亜角礫状、最大約 8 cm)が混

じる、黒～黒褐土泥、粗粒のロームの偽礫が混じる黒～黒褐色泥、硬化した黒～黒褐色泥の偽礫を

基質とする黒～黒褐色泥 (試料番号 3)、 炭化物が混じる黒～黒褐色泥、黒褐～暗褐色泥が認めら

れた。一方 3地点は、層厚約42cmを測 り、下位より漸移層に相当すると考えられる黄灰色～暗黄灰

色泥、ロームの偽礫 (最大径約 3 cIIl、 亜角礫状)が多く混じる黒～黒褐色泥 (試料番号 2)、 ロー

ムの偽礫 (細粒)や黒褐色泥の偽礫が混じる暗褐色泥が認められた。

本分析では、上述した観察所見および発掘調査成果などから、後代の影響が少なく、かつ石室や

墳丘を築造する際の造成上 (盛土)、 あるいはその影響を受けた堆積物と推定される上記した 2試

料を選択し、それぞれ珪藻分析、花粉分析、植物珪酸体分析を実施した。

試料名
補正年代
(yrBP)

‐３Ｃ
か

補正年代
(暦年較正用)
(yrBP)

暦年較正年代 相対比
測定機関
Code No

古墳石室
南北アゼ411層
炭化材 (ク リ)

1,460■ 30 -2769± 060 i458=25
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Ａ

Ａ
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Ｄ
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Ａ
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(2)分析方法

①珪藻分析

試料を湿重で 5g前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法 (4時間放置)の順に物理・

化学処理を施して、珪藻化石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した後、カバーガラス上に滴

下し乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入して、永久プレパラートを作製し、カバーガ

ラスの全面を検鏡する。種の同定は、原口ほか (1998)、 Krammer(1992)、 Krammer&Lange‐

Bertalot(1986,1988,1991a,1991b)、 渡辺ほか (2005)、 小林ほか (2006)な どを参照し、分類基準

はRound et al.(1990)に、壊れた珪藻殻の計数基準は柳沢 (2000)に従う。

同定結果は、中心型珪藻類 (Centric diatom軒 広義のコアミケイソウ綱Coscinodiscophyceae)と

羽状型珪藻類 (Pennate diatoms)1こ 分け、羽状型珪藻類は無縦溝羽状珪藻類 (Araphid pennate

diatoms広 義のオビケイソウ綱Fragilariophyceae)と 有縦溝羽状珪藻類 (Raphid pennate diatom軒

広義のクサリケイソウ綱Bacillariophyceae)に 分ける。また、有縦溝羽状珪藻類は、上・下殻の片

方の殻だけに縦溝のある単縦溝類、上・下殻ともに縦溝のある双縦溝類、縦溝が管の上を走る管縦

溝類、縦溝が翼管の上を走る翼管縦溝類、殻端部に短い縦溝がある短縦溝類に細分する。

各種類の生態性は、Vos&de Wolf(1993)を 参考とするほか、塩分濃度に対する区分はLowe

(1974)に従い、真塩性種 (海水生種 )、 中塩性種 (汽水生種 )、 貧塩性種 (淡水生種)に類別する。

また、貧塩性種はさらに細かく生態区分し、塩分・水素イオン濃度 (pH)・流水に対する適応能を示す。

②花粉分析

試料約10gに ついて、フッ化水素酸による泥化、水酸化カリウムによる腐植酸の除去、0.25111111の

舗による舘別、重液 (臭化亜鉛,比重2.3)に よる有機物の分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、

アセトリシス (無水酢酸 9:濃硫酸 1の混合液)処理による植物遺体中のセルロースの分解を行
い、花粉を濃集する。残澄をグリセリンで封入してプレパラートを作成し、400倍の光学顕微鏡下

で、出現する全ての種類について同定・計数する。同定は、当社保有の現生標本はじめ、Erdman

(1952,1957)、 Faegri and lversen(1989)な どの花粉形態に関する文献や、島倉 (1973)、 中村 (1980)、

藤木 。小澤 (2007)な どの邦産植物の花粉写真集などを参考にする。結果は同定・計数結果の一覧

表として表示する。

③植物珪酸体分析

試料について過酸化水素水・塩酸処理、沈定法、重液分離法 (ポ リタングステン酸ナトリウム,

比重2.5)の順に物理・化学処理を行い、植物珪駿体を分離・濃集する。これをカバーガラス上に滴下。

乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入してプレパラートを作製する。400倍の光学顕微鏡

下で全面を走査し、その間に出現するイネ科業部 (葉身と葉鞘)の葉部短細胞に由来した植物珪酸

体 (以下、短細胞珪酸体)お よび葉身機動細胞に由来した植物珪酸体 (以下、機動細胞珪酸体)を、

近藤 (2010)の分類を参考に同定し、計数する。分析の際には、分析試料の乾燥重量、プレパラー

ト作成に用いた分析残澄量を正確に計量し、乾± lgあたりの植物珪酸体含量 (同定した数を乾土

lgあたりの個数に換算)を求める。

結果は、植物珪酸体含量の一覧表で示す。その際、各分類群の含量は100単位として表示し、100

個/g未満は「<100」 と表示する。また、植物珪酸体含量を図示する。
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(3)結果

①珪藻分析

結果を表 2に示す。珪藻化石は3地点 (試料番号2)か ら保存の悪い陸生産藻のNeidium
瓜pinumが 1個体産出したのみであり、 1地点 (試料番号 3)は無化石であった。

②花粉分析

結果を表 3に示す。花粉化石の産出および保存状態はいずれも非常に悪い。また、分析残澄が多

く認められ、その多くは微粒炭である。花粉化石は、木本花粉ではマツ属、スギ属、ブナ属、コナ

ラ属コナラ亜属、ニレ属―ケヤキ属、ウコギ科、草本花粉ではイネ科、ヨモギ属、キク亜科などが

僅かに検出されたのみである。

③植物珪酸体分析

結果を表 4、 図1に示す。各試料からは植物珪酸体が検出されるが、保存状態が悪く、表面に多

数の小孔 (溶食痕)が認められる。

植物珪酸体含量は、1地点 (試料番号 3)が9,300個 /g、 3地点 (試料番号 2)が 14,600個/gである。

検出された分類群は2試料とも類似し、クマザサ属を含むタケ亜科の含量が高く、ススキ属を含む

ウシクサ族、ヨシ属などが検出される。

表 6 花粉分析結果 表 7 植物珪酸体含量

分類群

1地点
R

占
〔
地

２

4ミ⌒イヒ材
マツ属
スギ属
ブナ属
コナラ属コナラ亜属
ニレ属―ケヤキ属
ウコギ科

1

1

2
ク

早4ヽイと,
イネ科
ヨモギ属
キク亜科

苓甥4~E粉
不明花粘 1 1

ンダ類胞子
シダ類胞子 4

含  HT
木本花粉
革本花粉
不明花粉
シダ類胞子
合計 rttHII歩 除ゼ

短細胞珪酸体 機動細胞珪酸体

(個 /g)

分類群

1地点
3

5剋月

2

クマザサ属
タケ亜科
ヨシ属
ウンクサ族ススキ属
スHH

イネ科乗身機動細胞珪酸体
クマザサ属
タケ亜科
ヨシ属
ウシクサ族
易代H日

900

1,700

２０
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２０

２０

ｍ

0  言T
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図版 1 花粉分析プレパラート内の状況。炭化材
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図版 2 植物瑳酸体・珪藻化石
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(9)(1-5)

1.ク マザサ属短細胞珪酸体 (1地点 ;3)

3ヨ シ属短細胞珪酸体 (3地点 ;2)
5ス スキ属短細胞珪酸体 (3地点 ;2)
7ク マザサ属機動細胞珪酸体 (3地点 ;2)
9.N夢肪 ク胞 ,″ r/Tク″ Hustedt(3地 点 ;2)

2.ク マザサ属短細胞珪酸体 (3地点 ;2)
4.ススキ属短細胞珪酸体 (1地点 ;3)

6.ク マザサ属機動細胞珪酸体 (1地点 ;3)

3.ヨ シ属機動細胞珪酸体 (3地点 ;2)

1夢
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(4)考察
古墳の羨道および墳丘の堆積物の微化石分析の結果、珪藻化石、花粉化石、植物珪酸体はいずれ

も保存状態が悪かった。遺跡の立地を考慮すると、周囲は好気的環境であったことが想定されるた

め、とくに珪藻や花粉化石などは古墳築造以前に経年変化などの影響により分解 。消失した可能性

がある。

僅かに産出した花粉化石についてみると、木本類では、マツ属、スギ属、ブナ属、コナラ属コナ

ラ亜属、ニレ属―ケヤキ属、ウコギ科などが検出された。マツは痩地でも育つことから、土地条件

の悪い場所にも生育可能である。また、スギ属、コナラ亜属、ニレ属―ケヤキ属、ウコギ科も、河

畔や林縁など開けた場所に林地を構成する種類であることから、遺跡周辺と丘陵地との間や、河畔

と丘陵地との間などの林縁要素を反映していると推定される。さらに、炭化材に確認されたクリも、

人里近くの二次林 (いわゆる里山林)を構成する種類であることから、周辺に生育していた樹木が

利用された可能性がある。なお、ブナ属は、山地に安定した森林を構成する種類であることから、

人里から遠い山地の植生を反映していると考えられる。また、草本類のイネ科やヨモギ属、キク亜

科などは、周囲の明るく開けた場所に分布した草地に由来すると考えられる。

植物珪酸体ではいずれの試料もクマザサ属を含むタケ亜科の含量が高いという特徴が認められ

た。クマザサ属は、本地域のような多雪地では林床に生育することが多いほか、何らかの要因で森

林が失われた場所に先駆的に侵入して篠地を形成することがある。今回の結果は、植物珪酸外の生

産量の違いのほか、クマザサ属などが生育しやすい自然条件によると考えられる。また、ススキ属

は開けて乾燥した場所を好み、ヨシ属は湿った場所に生育する。おそらく、ススキ属は周囲の開け

た空間に生育していたとみられ、ヨシ属は段丘を開析する小規模な支谷およびその周辺などに生育

していたものに出来すると考えられる。

4 石材鑑定
(1)試料
鑑定対象とされた石材は、古墳の玄室および羨道部の構成石材77点 (地点名:古墳 )、 古墳の周溝

から出上した石材15点 (地点名:古墳周溝 )、 SK 8の石材21点 (地点名SX01)お よび古墳の調査時
に回収された礫13点 (地点名:回収した礫)の計126点である。

(2)分析方法
野タト用のルーペを用いて構成鉱物や組織の特徴を観察し、肉眼で鑑定できる範囲の岩石名を付す。

鑑定は、五十嵐 (2006)に 示される分類基準を参考としている。個々の石材のより正確な岩石名は、

薄片作製観察、X線回折試験、全岩化学組成分析などを併用することにより調べられるが、今回は

肉眼鑑定のみに留めるため、鑑定された岩石名は概査的な岩石名であることに留意されたい。

(3)結果
石材の鑑定結果を表 4、 地点別の石材組成を表 5に示す。石材鑑定で確認した石材は、深成岩類

の花尚岩14点、黒雲母花商岩 1点、片麻状花筒岩 1点および細粒角閃石花筒閃緑岩 1点、半深成岩

類の角閃石花商斑岩 1点、火山岩類の流紋岩 4点、安山岩 1点、輝石安山岩 5点、無斑品質安山岩

1点および多孔質安山岩 (第四紀)1点、火山砕屑岩類の流紋岩質結晶凝灰岩68点および流紋岩質
疑灰岩10点、堆積岩類の砂岩 (古期)1点、砂岩 (新第三紀)1点および泥岩 3点、変成岩類の緑
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色岩 2点および花商岩マイロナイト10点、および不明 1点から構成される。

流紋岩質結晶凝灰岩の割合が極めて高く、花尚岩類、花筒岩マイロナイト、流紋岩質凝灰岩など

もこれに次いで多 く認められる。なお、砂岩については、新第二系に由来すると判断されるものに

は「新第三紀」、中古生層に由来するとみられる堅硬緻密質なものは「古期」と付記した。また、

未変質で火山ガラスが残存する第四紀火山岩由来とみられる火山岩については「第四紀」と付記し

た。

4.考察
二本榎遺跡は、呉羽山丘陵の南西の中位段丘面上に位置する (図 1)。 本遺跡の北西に広がる境

の新扇状地の形成は約20万年前以降と考えられており、約20万年前以前には神通川が境の新扇状地

を北流していたと推測されている (中村ほか,2003)。 また、中村ほか (2003)に基づくと、遺跡の

位置する段丘面の離水時期は、2.5～ 3万年前と推定されている。したがって、遺跡周囲の段丘礫は、

神通川由来の礫が中心になっていると推測することができる。

神通川流域の地質は、山田ほか (1989)の 20万分の 1地質図「高山」により概観できる。流域の

地質における古い基盤岩は、古生代中～末期の飛騨変成岩類およびジュラ紀の船津花商岩類から構

成される飛騨帯およびシルル紀～二畳紀の堆積岩と変成岩類、超苦鉄質～苦鉄質岩類からなる飛騨

外縁帯が代表的な地質であり、中～上流域に広く分布している。神通川中流域では、ジュラ紀中期

～白亜紀前期の手取層群が飛騨帯を覆って分布する。手取層群は、泥岩、砂岩、礫岩などの砕屑岩

類を主体とする地質であり、石灰岩やチャートを含まず、火砕岩類も少ない。神通川最上流部の高

山市周辺では、砂岩、泥岩、チャートなどから構成される三畳紀～ジュラ紀の美濃帯が小規模に分

布している。神通川の上流域においては、白亜紀後期～古第三紀の濃飛流紋岩類、大雨見山層群と

いった珪長質な火成岩類、火山砕屑岩類が高山盆地周辺に分布している。富山平野の南縁の山地で

は、新第三系中新統が厚く堆積している。中新統は、下位より岩稲層、八尾層、音川層といった安

山岩類の溶岩・火山砕屑岩、堆積岩類などを構成岩類とする地質からなる。第四紀火山としては、

神通川の最上流部に安山岩～デイサイトからなる焼岳火山、乗鞍岳火山などが分布する。

古墳の玄室および羨道部の石材は、流紋岩質結晶凝灰岩、花筒岩、安山岩、砂岩などから構成さ

れており、上記の神通川の地質と整合している。構成石材の量比は、流紋岩質結晶凝灰岩が突出し

ており、全体の半分以上を占める。この流紋岩質結晶疑灰岩は、石英などの結晶粒子を多含する堅

硬な火山砕屑岩であり、岩相から神通川上流に分布する濃飛流紋岩などの白亜紀～古第三紀の酸性

火山砕屑岩類に由来する石材と推定できる。坂本 (1963)に よると、本遺跡周辺や境の新扇状地の

地質は、境の新礫層に区分されており、礫種としては 5～ 10cmの花商岩、片麻岩類が認められ、と

きに50cm大の安山岩礫も含まれるとされている。坂本 (1963)には凝灰岩類の記載はされていない

が、実際に遺跡から数百mの距離にある若宮人幡社裏の礫層の露頭を調査したところ、人頭大の流

紋岩質結晶凝灰岩が認められた。礫層において流紋岩質結晶凝灰岩の含有量は少ないと判断される

ことから、流紋岩質結晶凝灰岩は選別収集されていた可能性がある。また、古墳に使用されている

流紋岩質結晶屍灰岩は乳白色から淡褐色を呈し、亜円礫状で径30cm以上のものが多く、とくに玄室

部に大型の石材が認められたことから、色調や礫径、形状などを考慮した選別があったものと想定

される。

また、古墳周溝やSK 8においても、流紋岩質結晶凝灰岩は主要石材となる傾向が窺える。一方、

異なる特徴としては、古墳の玄室・羨道部と比較して結晶粒の少ない流紋岩質凝灰岩の割合がやや
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高く、さらに火山岩類が含まれず、花筒岩類が少ないという点が指摘される。

表8 石質鑑定結果
石材番号 位 置 石 質 石材番号 位置 石質

1-1 古墳 花尚岩 ユ 古墳 流紋岩質結晶凝灰岩

古墳 砂岩 (新第二紀) l 古墳 流紋岩質結晶凝灰岩

古墳 流紋岩質結晶凝灰岩 ユ 4 古墳 流紋岩質結晶凝灰岩

古墳 流紋岩質結晶凝灰岩 ] 5 古墳 流紋岩質結晶凝灰岩

古墳 流紋岩質結晶凝灰岩 1 古墳 流紋岩質結晶疑灰岩

古墳 流紋岩質結晶凝灰岩 ユ 7 古墳 流紋岩質結晶凝灰岩

古墳 安山岩 1 古墳 流紋岩質結晶凝灰岩

古墳 緑色岩 1 古墳 多孔質安山岩

古墳 流紋岩質結晶凝灰岩 1 古墳 流紋岩質結晶疑灰岩

1‐22 古墳 花筒岩 1 古墳 流紋岩質結晶凝灰岩

古墳 花尚岩 ユ 古墳 流紋岩質結晶凝灰岩

古墳 花尚岩 1 古墳 流紋岩質結晶凝灰岩

古墳 不 明 1 古墳 流紋岩質結晶凝灰岩

古墳 花尚岩マイロナイト 1 古墳 流紋岩質結晶凝灰岩

古墳 花前岩マイロナイ ト 1-201 回収した礫 流紋岩質結晶疑灰岩

古墳 花聞岩マイロナイト 回収した礫 流紋岩質結晶疑灰岩

古墳 流紋岩質結晶凝灰岩 回収した礫 流紋岩質結晶凝灰岩

古墳 片麻状花尚岩 1‐203 回収した礫 花尚岩

1-33 古墳 泥 岩 回収した礫 花筒岩

古墳 花両岩 回収した礫 流紋岩質結晶凝灰岩

古墳 流紋岩質結晶凝灰岩 回収した礫 流紋岩質凝灰岩

1-36 古墳 黒雲母花尚岩 1-207 回収した礫 花筒岩マイロナイト

古墳 流紋岩質結晶凝灰岩 回収 した礫 花筒岩マイロナイト

古墳 流紋岩 回収した礫 花南岩

古墳 流紋岩質結晶凝灰岩 回収した礫 流紋岩質凝灰岩

古墳 花前岩 回収した礫 流紋岩質結晶凝灰岩

古墳 泥 岩 1-212 回収した礫 花商岩マイロナイト

1-42 古墳 輝石安山岩 古墳周溝 角閃石花筒斑岩

古墳 流紋岩質結晶凝灰岩 古墳周溝 流紋岩質結晶疑灰岩

古墳 無斑晶質安山岩 古墳周溝 流紋岩質結晶凝灰岩

1-45 古墳 花筒岩マイロナイト 古墳周溝 花筒岩

古墳 流紋岩質結晶凝灰岩 古墳周溝 流紋岩質凝灰岩

古墳 流紋岩質結晶凝灰岩 古墳周溝 流紋岩質凝灰岩

古墳 流紋岩質結晶凝灰岩 古墳周溝 花蘭岩マイロナイト

古墳 細粒角閃石花前閃緑岩 古墳周濤 流紋岩質結晶凝灰岩

古墳 暉石安山岩 古墳周溝 流紋岩質結晶疑灰岩

1‐52 古墳 花前岩 2-20 古墳周溝 流紋岩質凝灰岩

古墳 泥岩 2‐21 古墳周溝 流紋岩質凝灰岩

古墳 流紋岩 2-25 古墳周溝 流紋岩質結晶凝灰岩

古墳 流紋岩 古墳周溝 流紋岩質結晶凝灰岩

古墳 流紋岩 2‐28 古墳周溝 流紋岩質結晶凝灰岩

古墳 流紋岩質結晶凝灰岩 古墳周溝 流紋岩質結晶凝灰岩

古墳 流紋岩質結晶凝灰岩 SK8 流紋岩質結晶凝灰岩

古墳 輝石安山岩 Sとこ8 流紋岩質結晶凝灰岩

古墳 流紋岩質結晶凝灰岩 SK8 流紋岩質結晶凝灰岩

古墳 流紋岩質結晶凝灰岩 3‐26 S`こ8 流紋岩質結晶凝灰岩

古墳 最色岩 3-27 SK8 流紋岩質凝灰岩

古 婚 荒紋岩質結晶凝灰岩 SK8 流紋岩質結晶凝灰岩

古墳 暉石安山岩 3-29 SK8 流紋岩質結晶凝灰岩

古墳 屹筒岩 3-30 SK8 荒紋岩質結晶凝灰岩

古 壻 暉石安山岩 SK8 流紋岩質結晶凝灰岩

古墳 屹尚岩マイロナイト S“こ8 流紋岩質結晶凝灰岩

百 墳 荒紋岩質結晶凝灰岩 3-35 SK8 流紋岩質結晶凝灰岩

古墳 荒紋岩質結晶凝灰岩 SK8 荒紋岩質結晶凝灰岩

古墳 荒紋岩質結晶凝灰岩 3-38 SK8 iFL紋岩質凝灰岩

古 墳 荒紋岩質結晶凝灰岩 3‐39 SK8 流紋岩質結晶凝灰岩

古墳 荒紋岩質結晶凝灰岩 SK8 砂岩 (古期)

古墳 荒紋岩質結晶凝灰岩 SK8 流紋岩質凝灰岩

古 墳 荒紋岩質結晶凝灰岩 3‐43 SK8 花筒岩マイロナイト

1-108 古墳 荒紋岩質凝灰岩 SK8 流紋岩質結晶凝灰岩

古墳 荒紋岩質結晶凝灰岩 SK8 流紋岩質結品凝灰岩

1 古 墳 屹前岩 3‐46 SK8 流紋岩質結晶凝灰岩

古墳 に南岩 SK8 iFb紋岩質結晶凝灰岩
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古墳石室

SK8

第16図 二本榎遺跡石材位置図

驚〆と豆てび毒子
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02‐15

2‐16

第17図 二本榎遺跡石材位置図
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表 9 出上位置別石材組成

石   質
古墳

SX01 回収した礫 合計石室
(玄室・羨道部)

周溝

深成岩類

花筒岩 ユ 3

黒雲母花両岩 l 1

片麻状花両岩 l 1

細粒角閃石花開閃緑岩 l 1

半深成岩類

角閃石花開斑岩 1 l

火山岩類

流紋岩 4 4

安山岩 1 1

輝石安山岩 5 5
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第V章 総括
1 横穴式石室について

今回の確認調査では、古墳時代後期の横穴式石室墳を確認した。富山県内では7基目となる。県

内では現在のところ富山市内で呉羽山古墳 (安養坊)、 伊豆宮古墳 (栗山)の 2基、市外では生源

寺新十三琢古墳 (射水市)、 朝日長山古墳 (氷見市)、 桜谷 8号墳 (高岡市 )、 斉ノ神新 8号墳 (上

市町)の 4基が確認されている 〔大村1926、 1931、 1939富山市教委1988藤田1996氷見高校歴史クラ

ブ1964氷見市史編さん委員会2002上市町誌編纂委員会1970〕。

追葬の状況については、石室の大半が後世の開墾等で失われ、基底部も一部削平をうけているた

め、追葬時の床面の改変等をとらえることが出来なかったが、周溝から出土した須恵器の年代幅か

らその可能性を伺うことが出来る。

出土した須恵器の年代および、墳形や利用する石材、石室の形態から7世紀初頭前後、伊豆宮古

墳や斉ノ神新 8号墳と同時期と考えられる。

小黒 (2006)を 基に作成。

置は前方後円墳、■は方墳、●は円墳。記号のナナメ右下の数値は全長 (単位m)である。
富山市外の古墳 (その他)と横穴墓については本遺跡に関連するものだけ取り上げた。

表10 富山県内横穴式石室一覧表

古墳名 所 在 時 期 墳 形 石室形態
石室の規模 (m)

副葬品等
玄室 羨道

1 二本榎遺跡
富山市帰中町
小長沢地内

古墳時代後期 円墳 キ袖式
長 :38 長 :20

須恵器・刀子・ガラス製小玉
幅 :14 幅 :07

2 朝日長山古墳
氷見市
朝日本町地内

古墳時代後期 前方後円墳 無袖式
長 高 :13～ 14 直刀・刀子・短会U・ 鉾・鉄環・

杏葉・冠帽
胡篠金具・鞍・鋲・管玉・小玉・

須恵器
I旧 ,09

3 桜谷8号墳
高岡市
大田地内

古墳時代後期 不 明 無袖式
長 :67  高 ,09～ 12

刀身 。金環・須恵器等
幅 :15～19

4
生源寺新十三
塚古墳

射水市
生源寺地内

古墳時代後期 不 明 両袖式
長 ,21 長 :24 金環・銀環・曲玉・小玉・青丸玉・

太刀・小刀
鍔破片・須恵器等1冨 i 15 幅 :12

5 呉羽山古墳
富山市
安養坊地内

古墳時代後期 円墳 P 両袖式
長 :27 高■ 2 長 118 高08 頭椎太刀

茨璃玉・
・金環・銀環・曲王
須恵器疇 :12 幅 :08

6 伊豆宮古墳
富山市
栗山地内

古墳時代終末期
方形墳
(人角形墳 ?)

両袖式 ?
長 :50

須恵器・鉄製品
難壁 幅 :孔 4

7 斉ノ神新8号墳
上市町
斉の神地内

古墳時代終末期 円墳 無袖式
長 :70 高 :10

須恵器 (奈良時代)
幅 :11

表11 関連古墳、横穴編年表
暦年代

須恵器編年 MT15 TK10 TK43 TK209 TK217 TK46 TK48

古墳 (横穴式石室)
富山市内 呉羽山● 伊豆宮■?人角? 二本 榎 0下 ′

富山市外 朝日長山亀∩ 桜谷 8・ 生源寺新十三塚古墳 斉ノ神新 8016

古墳 (その他)

富山市内 呉羽山No26●

富山市外
桜谷古墳群 >  _

一三塚古墳 ゝ

斉 神新古墳

生源寺新

横穴墓

呑神 山糖 欠群

令犀 陣の穴 竜欠群

―

江 道構 う群

一
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2 出土須恵器について
石室内から年代を特定出来る土器は出土していないが、周溝から須恵器の郭蓋、郭、高邪、壺、

甕が出土しており、時期は概ね陶邑編年のTK209～ TK217並行の 7世紀初頭を前後する時期と考

えられる。過去に調査区内より採集された提瓶についても同時期と言える。胎土分析の結果は射水

丘陵の胎上であるものことから射水市天池C遺跡S-22の須恵器窯 〔小杉町教委2002〕 や小杉流団

h16遺跡3号窯 〔富山県教委1982〕 で作られたものと考えられる。

出土した須恵器で注目されるのは採集遺物の提瓶と、周溝で出土した破砕された大甕である。

提瓶は耕作の際、大きな石の周りに4つ並べてあったとされ、出土状況から石室内から出土した

と推測される。石室内での提瓶の出土は富山県内では高岡市桜谷 8号墳で確認されている 〔大村

1926〕。ほか、石川県七尾市の三室まどかけ古墳群1号墳、 2号墳、〔石川県埋蔵文化財センター

2000〕 中島ヤマンタン25号墳 〔石川県埋蔵文化財センター 2002〕 や福井県教賀市衣掛山2号墳 〔教

賀市教育委員会 1988〕 などで見られ、陶邑編年のTK10からTK217段階 (6世紀から7世紀初頭)

に築造された古墳石室内に副葬されることが多いようである。また、横穴墓においても市内の呑神

山横穴群A地区3号墓、B地区2号墓 〔小黒、野垣2006〕、高岡市江道横穴墓群24号墓 〔高岡市教

委1998〕 などで確認出来、ほとんどが完形品での出土である。

大甕は破砕され、周溝内でばら撒かれた状態で出土しており、接合作業により底部を欠いている

ことが判明した。底部を打ち欠いた大奏の破砕行為は神奈川県秦野市桜土手古墳1号墳 〔桜土手古

墳群発掘調査団1989〕 などで見られる。前述の提瓶とこの大奏を比較すると、同じ古墳内でありな

がら石室内での葬送と周溝内での墓前祭祀の様相や、器種による使用のあり方が異なることを示し

ている。

3 古墳の被葬者像について

本遺跡で確認された古墳は、直径約14mの 円墳であり、古墳時代後期としては墳丘や石室の規模

は大きい。この調査で出土 した副葬品は須恵器、刀子、ガラス製小玉のほか、石室内から出土した

と考えられる提瓶がある。呉羽山古墳の頭椎太刀や朝日長山古墳の冠帽等、被葬者の階層を示すも

のが出土しなかったが、石室の石材に、氷見産の大田石など遠方で採れる石材ではなく、周辺で入

手出来る濃飛流紋岩で石室を構築していることから、在地の有力家長の世帯墓であったと考えられ

る。呉羽山古墳や桜谷 8号墳、生源寺新十三塚古墳、朝日長山古墳のように本遺跡の古墳より先行

する古墳の被葬者と比べるとより限られた地域の中での有力者 という色彩が強い。

古墳時代後期は、古墳に埋葬される階層が従来の首長層から、有力な家長へと拡がる時期であり、

各地で丘陵地の尾根上に密集して古墳を築く群集墳が盛行する。今回の調査区周辺にも、同様に地

中に埋もれた古墳が存在している可能性が想定出来る。

今回の確認調査では、古墳の規模や形態、横穴式石室の構造や規模、土器の年代や供献された状

況など、古墳の全貌が明らかとなった県内初の調査事例である。また、遺跡周辺は弥生時代終末期

から古墳時代前期にかけて史跡王塚。千坊山遺跡群など県内有数の首長墓が築かれた。この古墳は

その後の旧婦負郡の有力者の動向を解明する大きな手がかりとなることから県内の古墳時代研究を

する上でも重要な成果である。
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横穴式石室点群データ図
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SKl断面 (南から) SK2断面 (南から)

SK2完掘 (南から) SK8断面 (北東から)

SK8出土状況 (北東から) SK8完掘 (北東から)

SD出土状況 (南から) SD完掘 (西から)
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周溝断面A―A'(東から) 周溝断面B‐B.(南東から)

周溝断面C‐C.(南東から) 周溝断面D‐D'(南から)

周溝断面E‐E=(南東から) 周溝断面F‐FT(西から)

周溝断面G‐G.(南東から) 周溝断面H‐H「 (南から)
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出土状況 (1)(西から)

出土状況 (5)(東から)

出土状況 (2)(東から)

出土状況 (3)(東から) 出土状況 (4)(南から)

出土状況 (6)(南西から)

出土状況 (7)(東から)
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石室断面A―A'(北から) 石室断面E―E'、 F‐F'(南東から)

石室断面B‐ Bk C‐C'(北西から) 石室断面A‐A'(羨道部)(北西から)

石室奥壁 (南西から) 石室左側壁 (北東から)

石室左側壁 (北東から) 石室右側壁 (北西から)
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閾石 (南東から)

石室奥壁 (南東から) 石室左側壁 (羨道)(北西から)

閾石 (北面から)

横穴式石室全景 (北西から)
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古墳出土遺物 (集合)

採集遺物 (集合 )
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(S=1/2)

2

(S=1/2)

6
(S=1/3)

4
(S=1/2)

7
(S=1/2)

8 S=3倍

5

(S=1/4)
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(S=1/2、 13はS=1/1)
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所収遺跡名 種別 主 蟄時代 主 な 遺構 主な遺物 特記事項

二本榎 遺 跡

散布地 縄文時代後期 縄文土器・石鏃

古墳
古墳時代後期
7世紀初頭

古墳、溝
須恵器・刀子
ガラス製小玉

県内7基目の横
穴式石室を伴う
古墳を確認。

約要

古墳時代後期の横穴式石室を伴う古墳が確認された。横穴式をもつ古墳としては

富山県内では7基 目となる。古墳は直径約14mの円墳であり、周溝は調査区内で全

周が確認され、破砕された大甕や打ち欠き痕跡のある高郭等の須恵器が出土してお

り、墓前祭祀の様子を明らかにした。横穴式石室は片袖式であり、全長5,8m、 玄

室長3.8m、 羨道長2.Om、 玄室幅1.2m、 玄室幅0.7m、 現存高は0.32～ 0.6mの規模で

ある。石室を構築する材は鑑定の結果、周辺で入手可能な濃飛流紋岩であった。時

期は石室の形態と出上した遺物から、古墳の構築年代は7世紀初頭に位置づけられ

る。

石室内からは鉄製刀子、ガラス製小玉が出土した。周溝出上の須恵器は胎土分析

の結果、射水丘陵に産地が求められる。この他、過去に調査区内で耕作中に出上し

た須恵器提瓶4イ固が出土時の状況等から石室内に副葬されたことが判明した。
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